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１ 管径の決定 

 

給水管の管径は、配水管の計画最小動水圧時においても設計水量を十分供給できるだけの大きさ 

としなければならない。 

すなわち、給水栓の立上がり高さに総損失水頭を加えたものが、取出し配水管の計画最小動水圧

の換算高さ以下となるよう計算して決定する。ただし、将来の使用水量の増加、配水管の水圧変動

等を考慮して、ある程度の余裕水頭を確保しておく必要がある。 

なお、湯沸器などのように最低作動水圧を必要とする器具がある場合は、器具の取り付け部にお

いて３～５ｍ程度の水頭を確保すること、また先止め式湯沸器で給湯管路が長い場合は、給湯水栓

やシャワーなどにおいて所要水量を確保できるよう設計することが必要である。 

総損失水頭とは 

（1） 管の流入、流出口における損失水頭 

（2） 摩擦による損失水頭 

（3） 量水器・水栓類・管継手による損失水頭 

（4） そのほか管のわん曲、分岐断面変化による損失水頭 

等の合計をいう。 

 

図１ 動水勾配線図 （水道施設設計指針より引用） 

 

上記の損失水頭のうち主なるものは、管の摩擦損失水頭・量水器・水栓類及び管継手による損失 

水頭であって、そのほかのものは、計算上省略しても影響は少ない。 

 

 

２ 給水管の摩擦損失水頭の計算 

 

(1)  ポリエチレン管・硬質塩化ビニル管・鋼管等管径 50 ㎜以下の給水管の摩擦損失水頭の計算

は、次のウエストン（weston）公式を使用する。 
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      ウエストン公式 
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ここに 

ｈ：管の摩擦損失水頭（ｍ） 

ν：管内平均流速（ｍ／秒） 

ｌ：管延長（ｍ） 

ｇ：重力の加速度（9.8ｍ／秒 2） 

Ｄ：管内径（ｍ） 

Ｑ：流量（ｍ3／秒） 

この公式による計算は、繁雑であるので、ウエストン公式による給水管の流量曲線図（図２ 

ウエストン公式流量図）を利用するとよい。 

(2)  管径 75 ㎜以上の給水管の摩擦損失水頭の計算は、次のヘーゼン・ウィリアムス（Hazen－

Williams）公式を使用する。 

 

 ν＝0.84935・Ｃ・Ｒ0.63・Ｉ0.54 

 

 なお、この公式を利用に便なるよう変形すれば、次のとおりである。 

 

     ν＝0.35464・Ｃ・Ｄ0.63・Ｉ0.54 

     Ｑ＝0.27853・Ｃ・Ｄ2.63・Ｉ0.54 

     Ｄ＝1.6258・Ｃ-0.38・Ｑ0.38・Ｉ-0.205 

     Ｉ＝10.666・Ｃ-1.85・Ｄ-4.87・Ｑ1.85 

 

 ここに 

ν：管内平均流速（ｍ／秒） 

Ｉ：動水勾配＝ｈ

ｌ
 

ｌ：管延長（ｍ） 

Ｃ：流速係数（屈曲部損失等を考慮し 110 とする。） 

ｈ：摩擦損失係数（ｍ） 

Ｄ：管内径（ｍ） 

Ｒ：径深（ｍ）＝Ｄ

４
（ｍ） 

Ｑ：流量（ｍ3／秒） 
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このヘーゼン・ウィリアムス公式をＣ＝110 に対して図示する。（図３ ヘーゼン・ウィリアムス

公式図表） 

 

(3)  継手類・給水用具類により生じる損失水頭については、「表２ 摩擦損失水頭に相当する直管

長表」の値を用い、直管延長に換算して損失水頭を算出する。 
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図２ ウエストン公式流量図 

 
※ 動水勾配早見表（表１）を参照のこと。 
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図３ ヘーゼン・ウィリアムス公式図表（Ｃ＝110） 

 

     

※ 動水勾配早見表（表１）を参照のこと。 
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表１ 動水勾配早見表 

（ウエストン公式：流量の単位はℓ／分）      ＜網かけ部は、流速 2.0ｍ／秒以上＞ 

[動水勾配(‰)]  №１ 

流量 φ13 φ16 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 流量 φ25 φ30 φ40 φ50

1 4 1 1 0 0 0 0 43 108 47 12 4

2 11 4 2 1 0 0 0 44 112 48 13 5 

3 22 9 3 1 1 0 0 45 117 50 13 5 

4 35 14 5 2 1 0 0 46 121 52 14 5 

5 51 20 8 3 1 0 0 47 126 54 14 5 

6 69 27 10 4 2 0 0 48 131 56 15 5 

7 90 36 13 5 2 1 0 49 135 58 16 5 

8 113 45 17 6 3 1 0 50 140 61 16 6 

9 138 55 20 7 3 1 0 51 145 63 17 6 

10 166 65 24 9 4 1 0 52 150 65 17 6 

11 196 77 28 10 5 1 0 53 156 67 18 6 

12 228 89 33 12 5 1 1 54 161 69 18 6 

13 263 103 38 14 6 2 1 55 166 72 19 7 

14 299 117 43 16 7 2 1 56 171 74 20 7 

15 338 131 48 18 8 2 1 57 177 76 20 7 

16 378 147 54 20 9 2 1 58 182 79 21 7 

17 421 163 59 22 10 3 1 59 188 81 21 8 

18 466 181 66 24 11 3 1 60 194 83 22 8 

19 513 198 72 26 12 3 1 61 200 86 23 8 

20 561 217 79 29 13 3 1 62 205 88 23 8 

21 612 237 86 31 14 4 1 63 211 91 24 8 

22 665 257 93 34 15 4 1 64 217 93 25 9 

23 720 278 100 36 16 4 2 65  96 25 9 

24 777 299 108 39 17 5 2 66  99 26 9 

25  322 116 42 18 5 2 67  101 27 9 

26  345 124 45 20 5 2 68  104 27 10 

27  369 132 48 21 6 2 69  107 28 10 

28  393 141 51 22 6 2 70  109 29 10 

29  419 150 54 24 6 2 71  112 29 10 

30   159 57 25 7 2 72  115 30 11 

31   169 61 26 7 3 73  118 31 11 

32   178 64 28 7 3 74  121 32 11 

33   188 68 29 8 3 75  124 32 11 

34   199 71 31 8 3 76  126 33 12 

35   209 75 33 9 3 77  129 34 12 

36   220 79 34 9 3 78  132 35 12 

37   231 83 36 10 3 79  135 35 12 

38   242 87 38 10 4 80  138 36 13 

39   253 91 39 10 4 81  142 37 13 

40   265 95 41 11 4 82  145 38 13 

41   277 99 43 11 4 83  148 40 14 

42   289 103 45 12 4 84  151 40 14 

 



7 
 

  

（ウエストン公式：流量の単位はℓ／分）      ＜網かけ部は、流速 2.0ｍ／秒以上＞ 

[動水勾配(‰)]  №２ 

流量 φ30 φ40 φ50 流量 φ40 φ50 流量 φ50 流量 φ50

85 154 41 14 128 83 29 171 48 214 72

86 157 41 14 129 84 29 172 49 215 72 

87 161 42 15 130 85 30 173 49 216 73 

88 164 43 15 131 87 30 174 50 217 74 

89 167 44 15 132 88 31 175 50 218 74 

90  45 16 133 89 31 176 51 219 75 

91  45 16 134 90 31 177 51 220 75 

92  46 16 135 91 32 178 52 221 76 

93  47 17 136 93 32 179 53 222 77 

94  48 17 137 94 33 180 53 223 77 

95  49 17 138 95 33 181 54 224 78 

96  50 18 139 96 34 182 54 225 78 

97  51 18 140 98 34 183 55 226 79 

98  52 18 141 99 34 184 55 227 80 

99  53 18 142 100 35 185 56 228 80 

100  54 19 143 101 35 186 56 229 81 

101  55 19 144 103 36 187 57 230 82 

102  56 19 145 104 36 188 57 231 82 

103  57 20 146 105 37 189 58 232 83 

104  58 20 147 106 37 190 58 233 84 

105  59 20 148 108 37 191 59 234 84 

106  59 21 149 109 38 192 60 235 85 

107  60 21 150 110 38 193 61 236 86 

108  61 22 151 112 39 194 61 237 86 

109  63 22 152 113 39 195 61 238 87 

110  64 22 153 114 40 196 62 239 88 

111  65 23 154 116 40 197 62 240 88 

112  66 23 155 117 41 198 63 241 89 

113  67 23 156 118 41 199 63 242 89 

114  68 24 157  42 200 64 243  

115  69 24 158  42 201 65 244  

116  70 24 159  43 202 65 245  

117  71 25 160  43 203 66 246  

118  72 25 161  44 204 66 247  

119  73 26 162  44 205 66 248  

120  74 26 163  44 206 67 249  

121  75 26 164  45 207 68 250  

122  76 27 165  45 208 68   

123  77 27 166  46 209 69   

124  79 27 167  46 210 69   

125  80 28 168  47 211 70   

126  81 28 169  47 212 70   

127  82 29 170  48 213 71   
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（ヘーゼン・ウィリアムズ公式：流量の単位はℓ／秒） 

[動水勾配(‰)]  №１ 

流量 φ75 φ100 流量 φ75 φ100 流量 φ75 φ100

4.0 19.6 4.8 6.0 41.6 10.0 8.0 70.9 17.5

4.1 20.6 5.1 6.1 42.9 11.0 8.1 72.5 17.9 

4.2 21.5 5.3 6.2 44.2 11.0 8.2 74.2 18.3 

4.3 22.4 5.5 6.3 45.5 11.0 8.3 75.9 18.7 

4.4 23.4 5.8 6.4 46.9 12.0 8.4 77.6 19.1 

4.5 24.4 6.0 6.5 48.3 12.0 8.5 79.3 19.5 

4.6 25.4 6.3 6.6 49.7 12.0 8.6 81.0 20.0 

4.7 26.5 6.5 6.7 51.1 13.0 8.7 82.8 20.4 

4.8 27.5 6.8 6.8 52.5 13.0 8.8 84.6 20.8 

4.9 28.6 7.1 6.9 53.9 13.0 8.9 86.3 21.3 

5.0 29.7 7.3 7.0 55.4 14.0 9.0 88.1 21.7 

5.1 30.8 7.6 7.1 56.8 14.0 9.1 89.9 22.2 

5.2 31.9 7.9 7.2 58.8 14.0 9.2 91.8 22.6 

5.3 33.1 8.2 7.3 59.8 15.0 9.3 93.6 23.1 

5.4 34.3 8.4 7.4 61.4 15.0 9.4 95.5 23.5 

5.5 35.4 8.7 7.5 62.9 15.0    

5.6 36.6 9.0 7.6 64.4 16.0    

5.7 37.8 9.3 7.7 66.0 16.0    

5.8 39.1 10.0 7.8 67.6 17.0    

5.9 40.3 10.0 7.9 69.3 17.0    
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表２ 摩擦損失水頭に相当する直管長表 

単位：ｍ 

 13 20 25 30 40 50 75 100 150 200 

分 水 栓 1.5 2.0 3.0        

止 水 栓 1.5 2.0 3.0        

給 水 栓 3.0 8.0 10.0        

MT 型水抜栓 3.0 8.0 10.0        

メ ー タ 4.0 11.0 15.0 24.0 26.0 35.0 55.0 120.0 250.0  

仕 切 弁     0.3 0.39 0.63 0.81 1.2 1.4 

ストップ弁 4.5 6.0 7.5 10.5 13.5 16.5 24.0 37.0 49.5 70.0 

アングル弁 2.4 3.6 4.5 5.4 6.6 8.4 12.0 16.5 24.0 33.0 

逆止め弁 1.2 1.6 2.0 2.5 3.1 4.0 5.7 7.6 12.0 15.0 

ボールタップ 2.4 3.6 4.5 5.4 6.6 8.4 12.0 16.5 24.0 33.0 

自動給水弁 S 型   9.2 11.9 13.9 17.6 26.9 35.1 51.7 68.2 

   〃   F 型   13.7 17.7 21.0 26.2 40.0 52.0   

定水位弁 LP-3 型   10.9 14.2 16.5 20.8 26.9 32.0 41.8  

エ ル ボ 45° 0.36 0.45 0.54 0.72 0.9 1.2     

   〃   90° 0.6 0.75 0.9 1.2 1.5 2.1     

ベ ン ド 45°       1.5 2.0 3.0 4.0 

  〃  90°       3.0 4.0 6.0 8.0 

Ｔ字管分流 0.9 1.2 1.5 1.8 2.1 3.0 4.5 6.3 9.0 14.0 

Ｔ字管直流 0.18 0.24 0.27 0.36 0.45 0.6 0.9 1.2 1.8 4.0 

径違ソケット 0.36 0.45 0.54 0.72 0.9 1.2 1.8 2.4 3.6  

ブッシング 0.36 0.45 0.54 0.72 0.9 1.2 1.8 2.4 3.6  

異 径 接 合 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0     

分 岐 箇 所 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0     

           

           

           

種別 
管径 
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３ 計画使用水量 

 

（1） 同時使用水量の算定 

同時使用水量とは、対象とする給水装置内において同時に使用される給水用具の吐水量の 

総和をいい、直結式給水方式の場合の給水管口径決定の基礎となるものである。算定方法の選

択については、各種方法の特徴を踏まえて使用実態に応じていずれかを選択すること。 

 

ア 一戸建て住宅等の場合 

(ｧ) 同時に使用する給水用具を設定して計算する方法 

ａ 同時使用水量は、同時に使用する給水用具の種類別吐水量（表３ 種類別吐水量とこ

れに対応する給水用具の口径）の総和とする。 

ｂ 同時使用する給水用具数は、「表４ 同時使用率を考慮した給水用具数」のとおりであ

る。 

(ｲ) 標準化した同時使用水量により計算する方法 

同時使用水量は、全ての給水用具の吐水量の総和を給水用具の総数で割ったものに、使 

用水量比（表５ 給水用具数と同時使用水量比）を乗じて求める。 

 

イ 集合住宅等の場合 

(ｧ) 戸数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法 

同時使用水量は、次の式により求める。 

Ｑ＝42Ｎ0.33  （10 戸未満の場合） 

Ｑ＝19Ｎ0.67  （10 戸以上 600 戸未満の場合） 

Ｑ：同時使用水量（ℓ／分） 

Ｎ：戸数 

(ｲ) 居住人数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法 

同時使用水量は、次の式により求める。 

Ｑ＝26Ｐ0.36  （１～30 人の場合） 

Ｑ＝13Ｐ0.56  （31～ 200 人の場合） 

  Ｑ：同時使用水量（ℓ／分） 

  Ｐ：人数（人） 

(ｳ) 居住人数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法 

（調査により提案された新たな方法） 

同時使用水量は、次の式により求める。 

Ｑ＝26Ｐ0.36  （１～30 人の場合） 

Ｑ＝15.2Ｐ0.51  （31 人以上の場合） 

  Ｑ：同時使用水量（ℓ／分） 
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  Ｐ：人数（人） 

 

ウ 共同管の場合 

    共同管における同時使用水量は、共同管を構成する各戸の同時使用水量の総和に、「表６ 

給水戸数と総同時使用率」を乗じて求める。１戸あたりの同時使用水量は、「表７ 給水用具

の標準使用水量」に「表４ 一般住宅での同時使用率を考慮した給水用具数」を乗じたもの

を用いてもよい。 

 

  エ 一定規模以上の給水用具を有する事務所ビル等の場合 

    給水用具給水負荷単位による方法とし、同時使用水量は、「表８ 器具給水負荷単位」の器

具給水負荷単位に器具数を乗じたものの総和をもとに、「図４ 給水用具給水負荷単位による

同時使用水量図」から求める。 

 

 

（2） 計画一日使用水量の算定 

計画一日使用水量とは、給水装置に給水される一日当たりの水量をいい、貯水槽式給水方式 

   の場合の貯水槽有効容量の決定等の基礎となるものである。 

 

    ア 使用人員から算出する場合 

    １人１日当たり使用水量（表９ 用途別業態別標準使用水量表）×使用人員 

 

  イ 使用人員が把握できない場合 

    「表 10 建築用途別給水対象人員算定基準表」を用いて人員を算定し、上記「ア 使用人

員から算出する場合」に基づき計画一日使用水量を算定する。 

 

  ウ 使用実績による方法 

    「表 10 建築用途別給水対象人員算定基準表」に明記されていない業態については使用実

態及び類似した業態の使用水量実績等を調査して算出すること。その場合は、根拠となる資

料を提出すること。 
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表３ 種類別吐水量とこれに対応する給水用具の口径（水道施設設計指針から引用） 

 

※給湯器については、瞬間式の場合は出湯能力、貯湯式の場合は給水能力によること。 

※これ以外の器具については、それぞれの器具の性能によること。 

※湯沸器は、その号数を使用水量とする。 

 

表４ 同時使用率を考慮した給水用具数（水道施設設計指針から引用） 

 

表５ 給水用具数と同時使用水量比（水道施設設計指針から引用） 
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表６ 給水戸数と総同時使用率（水道施設設計指針から引用） 

  

表７ 給水用具の標準使用水量（水道施設設計指針から引用） 

   

表８ 器具給水負荷単位     （水道施設設計指針,空気調和・衛生工学便覧から引用） 

    

   ※給湯栓併用の場合、１個の水栓に対する器具給水負荷単位は上記の数値の３／４とする。 
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図４ 給水用具給水負荷単位による同時使用水量図 （空気調和・衛生工学便覧から引用） 

 

※ 曲線１は大便器洗浄弁の多い場合、曲線２は大便器洗浄タンクの多い場合に用いる。 
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表９ 用途別業態別標準使用水量表 
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18 
 

表 10 建築用途別給水対象人員算定基準表 
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４ メーターの性能とメーター口径の選定 

 

（1） メーターの性能は、「表 11 水道メーター型式別使用流量基準」のとおりである。 

（2） メーター口径の選定は、次によること。 

ア  同時使用水量又は計画一日使用水量が、「表 11 水道メーター型式別使用流量基

準」の範囲内である。 

イ  メーター口径は、接続する給水管（メーター上流側）の口径以下である。 

 

表 11 水道メーター型式別使用流量基準（参考）  （給水装置工事技術指針 2020 から引用） 

※１：適正使用流量範囲とは、水道メーターの性能を長期間安定した状態で使用することのできる標準的

な流量をいう（製造者推奨値）。 

※２：一時的使用の許容範囲とは、短時間使用する場合の許容流量。貯水槽方式や、直結給水で同時に複

数の水栓が使用される場合、特に短時間で大流量の水を使用する場合の許容流量をいう。 

   また、従来の「流量基準」では、一時的使用の許容流量のうちの「瞬時的使用の場合」について数

値に幅をもたせて記載していたが、瞬時の意味が不明確でその大きさに左右されるため、これまで

の使用実態等を踏まえ、13ｍｍ～100ｍｍを総合的に１日当たり 10 分程度の使用時間に統一して許

容流量を示すこととした。 

※３：１日当たりの使用量は、一般的な使用状況から適正使用流量範囲内での流量範囲内での流量変動を

考慮して定めたものである。 

    ・１日使用時間の合計が５時間のとき ‥‥‥一般住宅等の標準的使用時間 

    ・１日使用時間の合計が 10 時間のとき  ‥‥会社（工場）等の標準的な使用時間 

    ・１日 24 時間使用のとき  ‥‥‥‥‥‥‥‥病院等昼夜稼働の事務所の使用時間 

呼び径 

適正使用 

流量範囲 

（㎥/時） 

※１ 

一時的使用の許容流量 

（㎥/時）※２ 

１日当たりの使用量 

（㎥/日）※３ 

月間使用量

（㎥/月） 
10 分/日 

以内の 

場合 

１時間/日 

以内の 

場合 

１日使用時 

間の合計 

が 5 時間 

のとき 

１日使用時 

間の合計 

が 10 時間 

のとき 

１日 24 時 

間使用の 

とき 

接線型 

13 0.1～1.0 2.5 1.5 4.5 7 12 100 

20 0.2～1.6 4 2.5 7 12 20 170 

25 0.23～2.5 6.3 4 11 18 30 260 

30 0.4～4.0 10 6 18 30 50 420 

たて型 

40B 0.4～6.5 16 9 28 44 80 700 

50 1.25～17.0 50 30 87 140 250 2,600 

75 2.5～27.5 78 47 138 218 390 4,100 

100 4.0～44.0 125 74.5 218 345 620 6,600 
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２ 設計条件 

（１） 一戸住宅（３階建て） 

（２） 配水管設計水圧：0.20MPa（水頭 20.00ｍ） 

（３） 同時使用水量：同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算する方法とし、全て 

    の給水用具の吐水量（表３ 種類別吐水量とこれに対応する給水用具の口径）の総和を給水

用具の総数で割ったものに、使用水量比（表５ 給水栓数と使用水量比）を乗じて求める。 

給水栓の種類 
使用水量 

（ℓ/分） 

水栓数 

（ヶ） 

吐水量 

（ℓ/分） 

台所流し 12 1 12 

洗濯流し 12 1 12 

洗面器 8 1 8 

浴槽 20 1 20 

シャワー 8 1 8 

小便器（洗浄弁） 15 1 15 

大便器（洗浄水槽） 12 3 36 

手洗い器 5 3 15 

散水・不凍給水栓 15 2 30 

給湯器・ボイラー 20 1 20 

電気温水器 8 1 8 

合    計 16 184 

１栓当たりの平均吐水量 11.50 

（４） 給水用具の損失水頭：各種給水用具の損失水頭は「表２ 摩擦損失水頭に相当する直管長 

表」により、直管の延長に換算して計算する。 

（５） 配水管土被り：配水管分岐箇所の土被りは 0.9ｍとする。 

 

３ 水理計算 

（１） ０～Ａ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ25mm と仮定する。 

  イ 区間下流側の給水栓数は 16 栓。（使用水量比 3.6） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×3.6（使用水量比）＝41.40ℓ/分（0.69ℓ/秒） 

  エ 区間の直管延長＝3.00＋0.50＋0.30＋0.50＋5.00＋0.50＝9.80ｍ 

   オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（分水栓φ25）+3.0×2（止水栓φ25×2）+15.0

（メーターφ25）+2.0（逆止め弁φ25）+0.9×3（エルボ 90°φ25×3）＝28.70ｍ 

  カ 動水勾配（管径φ25mm の場合）＝101‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝3.8774ｍ（ウエスト
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ン公式より） 

（２） Ａ～Ｂ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ25mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 15 栓。（使用水量比 3.5） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×3.5（使用水量比）＝40.25ℓ/分（0.67ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.27ｍ（T 字管直流φ25） 

カ 動水勾配（管径φ25mm の場合）＝96‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1217ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（３） Ｂ～Ｃ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ25mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 13 栓。（使用水量比 3.3） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×3.3（使用水量比）＝37.95ℓ/分（0.63ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.50＋0.50＋3.00＝4.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝10.0（MTφ25）+0.9（エルボ 90°φ25）+1.5（T 字

管分流φ25）＝12.40ｍ 

カ 動水勾配（管径φ25mm の場合）＝86‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.4184ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（４） Ｃ～Ｄ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ25mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は７栓。（使用水量比 2.6） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×2.6（使用水量比）＝29.90ℓ/分（0.50ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.20ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.27ｍ（T 字管直流φ25） 

カ 動水勾配（管径φ25mm の場合）＝57‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0269ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（５） Ｄ～Ｅ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ25mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は４栓。（使用水量比 2.0） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×2.0（使用水量比）＝23.00ℓ/分（0.38ℓ/秒） 
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エ 区間の直管延長＝0.10ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.27ｍ（T 字管直流φ25） 

カ 動水勾配（管径φ25mm の場合）＝36‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0134ｍ（ウエスト

ン公式より） 

（６） Ｅ～Ｆ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は４栓。（使用水量比 2.0） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×2.0（使用水量比）＝23.00ℓ/分（0.38ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.10＋0.50＋1.00＋3.00＝4.60ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.75×3（エルボ 90°φ20×3）+1.0（異径接合φ

20）＝3.25ｍ 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝100‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.7864ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（７） Ｆ～Ｇ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は３栓。（使用水量比 1.7） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×1.7（使用水量比）＝19.55ℓ/分（0.33ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.50＋0.50＝1.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.75（エルボ 90°φ20）+1.2（T 字管分流φ20）＝

1.95ｍ 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝76‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2229ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（８） Ｇ～Ｈ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は２栓。（使用水量比 1.4） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×1.4（使用水量比）＝16.10ℓ/分（0.27ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（エルボ 90°φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝54‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0400ｍ（ウエスト

ン公式より） 
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（９） Ｈ～Ｉ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 1 栓。（使用水量比 1.0） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝11.50ℓ/分（0.19ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（エルボ 90°φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝30‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0225ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（10）Ｉ～Ｊ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ13mm と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 1 栓。（使用水量比 1.0） 

ウ 区間流量＝11.50ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝11.50ℓ/分（0.19ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.50＋0.50＋0.60＝2.60ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（給水栓φ13）+2.4（アングル弁φ13）+0.6×2

（エルボ 90°φ13×2）+1.0（異径接合）＝7.60ｍ 

カ 動水勾配（管径φ13mm の場合）＝212‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝2.1616ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（11）全区間（０～Ｊ区間）の高低差＝0.30＋3.00＋0.20＋0.10＋0.10＋3.00＋0.60＝7.30ｍ 

 

（12）全区間（０～Ｊ区間）の総損失水頭＝全区間（０～Ｊ区間）の給水器具損失水頭 8.69ｍ 

＋全区間（０～Ｊ区間）の高低差 7.30ｍ＝15.99ｍ 

 

   

４ 結果の判定 

 （１）配水管設計水圧：水頭 20.00ｍ（0.20MPa）と水理計算で求めた総損失水頭（15.99ｍ）を

比較すると、 

     総損失水頭 ≦ 配水管設計水圧 

15.99ｍ ≦ 20.00ｍ ＯＫ 

よって、総損失水頭より配水管設計水圧の方が高いので仮定の設計口径で適切である。 
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水理計算例－２  

 

集合住宅（３階建）の場合  
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２ 設計条件 

（１） 集合住宅（３階建て ３世帯×３階＝９世帯） 

（２） 配水管設計水圧：0.20MPa（水頭 20.00ｍ） 

（３） 同時使用水量 ：戸数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法。 

同時使用水量は、次の式により求める。 

Ｑ＝４２Ｎ0.33  (１０戸未満の場合) 

Ｑ＝１９Ｎ0.67  (１０戸以上６００戸未満の場合) 

  Ｑ：同時使用水量（ℓ／分） 

  Ｎ：戸数 

  

ただし、最も末端となる住居の同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算す

る方法とし、全ての給水用具の吐水量の総和を給水用具の総数で割ったものに、使用水量

比（表５ 給水栓数と使用水量比）を乗じた水量とする。１栓当たりの平均吐水量は下記

のとおりとする。 

給水栓の種類 
使用水量 

（ℓ/分） 

水栓数 

（ヶ） 

吐水量 

（ℓ/分） 

台所流し 12 1 12 

洗濯流し 12 1 12 

洗面器 8 1 8 

シャワー 8 1 8 

大便器（洗浄水槽） 12 1 12 

給湯器・ボイラー 20 1 20 

合    計 6 72 

１栓当たりの平均吐水量 12.00 

（４） 給水用具の損失水頭：各種給水用具の損失水頭は「表２ 摩擦損失水頭に相当する直管長 

表」により、直管の延長に換算して計算する。 

（５） 配水管土被り：配水管分岐箇所の土被りは 1.2ｍとする。 

 

３ 水理計算 

（１） ０～Ａ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝42×90.33＝86.73ℓ/分 （1.45ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝3.00＋1.00＋0.30＋3.00＋2.50＝9.80ｍ 

   エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（分水栓φ50）+0.39（仕切弁φ50）+2.1×3（エ

ルボφ50×3）＝9.69ｍ 

  オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝15‰（ウエストン公式より） 
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 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2858ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（２） Ａ～Ｂ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×80.33＝83.42ℓ/分 （1.39ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝14‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0219ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（３） Ｂ～Ｃ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×70.33＝79.82ℓ/分 （1.33ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝13‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0203ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（４） Ｃ～Ｄ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×60.33＝75.86ℓ/分 （1.26ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝2.50ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝12‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0361ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（５） Ｄ～Ｅ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×50.33＝71.43ℓ/分 （1.19ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝10‰（ウエストン公式より） 
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 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0168ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（６） Ｅ～Ｆ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×40.33＝66.36ℓ/分 （1.11ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝9‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0148ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（７） Ｆ～Ｇ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×30.33＝60.35ℓ/分 （1.01ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝2.50ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝8‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0243ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（８） Ｇ～Ｈ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝42×20.33＝52.79ℓ/分 （0.88ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝6‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0100ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（９） Ｈ～Ｉ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 6 栓。（使用水量比 2.4） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.4（使用水量比）＝28.80ℓ/分（0.48ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.60ｍ（T 字管直流φ50） 
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カ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝2‰（ウエストン公式より） 

キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0036ｍ（ウエスト  

ン公式より） 

 

（10） Ｉ～Ｊ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 6 栓。（使用水量比 2.4） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.4（使用水量比）＝28.80ℓ/分（0.48ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.50＋0.30＋0.50＋0.50＋0.30＋0.50＋1.50＋6.50＋0.10＋0.10＝ 

10.8ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝2.0（止水栓φ20）+8.0（MTφ20）+11.0（メーター

φ20）+1.6（逆止め弁φ20）0.75×7（エルボ 90°φ20×7）+1.2（T 字管分流）+1.0（異

径接合φ20）＝30.05ｍ 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝148‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝6.0598ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（11） Ｊ～Ｋ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 5 栓。（使用水量比 2.2） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.2（使用水量比）＝26.40ℓ/分（0.44ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝1.20ｍ（T 字管分流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝127‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2803ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（12） Ｋ～Ｌ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 4 栓。（使用水量比 2.0） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.0（使用水量比）＝24.00ℓ/分（0.40ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝0.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（T 字管直流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝108‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0798ｍ（ウエスト 

ン公式より） 
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（13）Ｌ～Ｍ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 3 栓。（使用水量比 1.7） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.7（使用水量比）＝20.40ℓ/分（0.34ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.75（エルボ 90°φ20）+0.24（T 字管直流φ20）＝

0.99ｍ 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝81‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2839ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（14）Ｍ～Ｎ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 2 栓。（使用水量比 1.4） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.4（使用水量比）＝16.80ℓ/分（0.28ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（T 字管直流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝58‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1595ｍ（ウエスト  

ン公式より） 

 

（15）Ｎ～Ｏ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 1 栓。（使用水量比 1.0） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝12.00/分（0.20ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（T 字管直流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝33‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0733ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（16）Ｏ～Ｐ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ13 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 1 栓。（使用水量比 1.0） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝12.00/分（0.20ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.50ｍ 
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オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（給水栓φ13）+0.6×4（エルボ 90°φ13×4）

+1.0（異径接合φ13）＝6.40ｍ 

カ 動水勾配（管径φ13mm の場合）＝228‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝2.0314ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（17）全区間（０～Ｐ区間）の高低差＝0.30＋0.30＋6.50＋1.00＝8.10ｍ 

 

（18）全区間（０～Ｐ区間）の総損失水頭＝全区間（０～Ｐ区間）の給水器具損失水頭 9.40ｍ 

＋全区間（０～Ｐ区間）の高低差 8.10ｍ＝17.50ｍ 

 

４ 結果の判定 

 （１）配水管設計水圧：水頭 20.00ｍ（0.20MPa）と水理計算で求めた総損失水頭（17.50ｍ）を

比較すると、 

     総損失水頭 ≦ 配水管設計水圧 

17.50ｍ ≦ 20.00ｍ ＯＫ 

よって、総損失水頭より配水管設計水圧の方が高いので仮定の設計口径で適切である。 
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水理計算例－３  

 

一定規模以上の給水用具を 

有する施設等の場合 
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水理計算例―３  一定規模以上の給水用具を有する施設等の場合 
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２ 設計条件 

（１） 一定規模以上の給水器具を有する施設等 

（２） 配水管設計水圧：0.20MPa（水頭 20.00ｍ） 

（３） 同時使用水量：管径の決定及びメーター口径の算定は、下記ア、イの算定結果を

満足する給水管の管径及びメーター口径を選定する。 

ア 標準化した同時使用水量により計算する方法：全ての給水用具の吐水量（表３ 

種類別吐水量とこれに対応する給水用具の口径）の総和を給水用具の総数で割っ

たものに、使用水量比（表５ 給水用具数と使用水量比）を乗じて求める。  

イ 給水用具給水負荷単位による方法：「表８ 器具給水負荷単位」の器具給水負

荷単位に器具数を乗じたものの総和をもとに、「図４ 給水用具給水負荷単位に

よる同時使用水量図」から求める。 

（４） 給水用具の損失水頭：各種給水用具の損失水頭は「表２ 摩擦損失水頭に相当す

る直管長表」により、直管の延長に換算して計算する。 

（５） 配水本管土被り：配水管分岐箇所の土被りは 1.2ｍとする。 

 

３ 同時使用水量 

（１） 給水量（同時使用水量）の算定 

２（３）同時使用水量のア、イで求めた水量のうち、水量の多い方を管径の決

定及びメーター口径の算定に用いる。 

ア 標準化した同時使用水量による方法： 

給水栓の種類 使用水量（ℓ/分） 水栓数（ヶ） 吐水量（ℓ/分） 

台所流し 12 2 24 

洗濯流し 12 2 24 

洗面器 8 2 16 

浴槽 20 2 40 

シャワー 8 1 8 

小便器（洗浄弁） 15 3 45 

大便器（洗浄水槽） 12 7 84 

手洗い器 5 9 45 

散水・不凍給水栓 15 1 15 

給湯器・ボイラー 20 2 40 

掃除用・汚物流し 20 2 40 

電気温水器 8 3 36 

合   計 36 417 

１栓当たりの平均吐水量 11.58 

・区間０～Ａ 11.58ℓ/分（吐水量）×5.6（使用水量比）＝64.85ℓ/分 

・区間Ａ～Ｃ 11.58ℓ/分（吐水量）×3.9（使用水量比）＝45.16ℓ/分 
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・区間Ｃ～Ｄ 11.58ℓ/分（吐水量）×3.2（使用水量比）＝37.06ℓ/分 

・区間Ｄ～Ｅ 11.58ℓ/分（吐水量）×3.1（使用水量比）＝35.90ℓ/分 

・区間Ｅ～Ｆ 11.58ℓ/分（吐水量）×2.6（使用水量比）＝30.11ℓ/分 

・区間Ｆ～Ｇ 11.58ℓ/分（吐水量）×2.4（使用水量比）＝27.79ℓ/分 

・区間Ｇ～Ｈ 11.58ℓ/分（吐水量）×2.0（使用水量比）＝23.16ℓ/分 

・区間Ｈ～Ｉ 11.58ℓ/分（吐水量）×1.7（使用水量比）＝19.69ℓ/分 

・区間Ｉ～Ｊ 11.58ℓ/分（吐水量）×1.4（使用水量比）＝16.21ℓ/分 

・区間Ｊ～Ｌ 11.58ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝11.58ℓ/分 

 

イ 給水用具給水負荷単位による方法：「表８ 器具給水負荷単位」、「図４ 給水

用具給水負荷単位による同時使用水量図」より 

用途／器具名・水栓 口径 
吐水量 

（ℓ/分） 

器具給水 

負荷単位 

（公衆用） 

器具数 

総負荷 

単位数 

区間総負荷単位数 

同時使用水量（ℓ/分） 

浴槽（和式 給水栓） φ13 20 4 2 8 

総
負

荷
単
位

数
1
1
6
、
同

時
使

用
水

量
1
8
0
ℓ
/
分
 

 

 

←
総
負
荷
単
位
数

2
5
、
同
時
使
用
水
量

6
0
ℓ

/
分
 

←
総
負
荷
単
位
数

2
0
、
同
時
使
用
水
量

5
0
ℓ

/
分
 

←
総
負
荷
単
位
数

1
6
、
同
時
使
用
水
量

4
0
ℓ

/
分
 

←
総
負
荷
単
位
数

1
1
、
同
時
使
用
水
量

3
0
ℓ

/
分
 

←
総
負
荷
単
位
数

1
0
、
同
時
使
用
水
量

3
0
ℓ

/
分
 

←
総

負
荷
単

位
数

5
、
同

時
使

用
水

量
1
5
ℓ

/分
 

シャワー（混合栓弁） φ13 8 4 1 4 

掃除用流し（給水栓） φ20 20 4 1 4 

洗濯流し（給水栓） φ13 12 2 2 4 

大便器（洗浄タンク） φ13 12 5 2 10 

小便器（洗浄弁） φ13 15 5 2 10 

手洗い器（給水栓） φ13 5 1 5 5 

汚物流し（洗浄タンク） φ13 20 5 1 5 

給湯器 φ20 20 4 1 4 

ミニキッチン（電気温水器） φ13 12 3 3 9 

総
負

荷
単
位

数
6
2
、
同

時
使

用
水

量
1
2
0
ℓ
/
分
 

手洗い器（給水栓） φ13 5 1 2 2 

大便器（洗浄タンク） φ13 12 5 2 10 

散水栓（給水栓） φ13 15 5 1 5 

総
負

荷
単
位

数
4
1
、
同

時
使

用
水

量
9
0
ℓ

/分
 

手洗い器（給水栓） φ13 5 1 1 1 

総
負

荷
単
位

数
3
6
、
同

時
使

用
水

量
8
0
ℓ

/分
 

給湯器 φ20 20 4 1 4 

料理場流し（混合栓） φ13 12 3 2 6 

小便器（洗浄弁） φ13 15 5 1 5 

 

洗面器（給水栓） φ13 8 2 2 4 

 

大便器（洗浄タンク） φ13 12 5 1 5 

 

手洗い器（給水栓） φ13 5 1 1 1 

 

大便器（洗浄タンク） φ13 12 5 1 5 

 

大便器（洗浄タンク） φ13 12 5 1 5 

 

計 36 116 
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  （例）区間０～Ａの同時使用水量の算定 

 

 

「図４ 給水用具給水負荷単位による同時使用水量図」より、区間０～Ａの同時

使用水量は 180ℓ/分とする。

116 

約 180ℓ/分 
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○同時使用水量比較 

区 間 
ア 標準化した同時使用水量によ

る方法（ℓ/分） 

イ 給水用具給水負荷単位による

方法（ℓ/分） 

０～Ａ 64.85 180 

Ａ～Ｃ 45.16 120 

Ｃ～Ｄ 37.06 90 

Ｄ～Ｅ 35.90 80 

Ｅ～Ｆ 30.11 60 

Ｆ～Ｇ 27.79 50 

Ｇ～Ｈ 23.16 40 

Ｈ～Ｉ 19.69 30 

Ｉ～Ｊ 16.21 30 

Ｊ～Ｍ   11.58 15 

     全ての区間で、「イ 給水用具給水負荷単位による方法」で算定した同時使用水量の方が

多く、この値を管径の決定及びメーター口径の算定に用いる。 

 

４ 水理計算 

（１） ０～Ａ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50mm と仮定する。 

イ 区間流量＝180ℓ/分（3.0000ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

  ウ 区間の直管延長＝1.50＋0.50＋1.50＋1.00＋0.30＋1.00＝5.80ｍ 

   エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（分水栓φ50）＋3.0（止水栓φ50）＋35.0（メ

ーターφ50）＋0.39（仕切弁φ50）＋4.0（逆止め弁φ50）＋2.1×3（エルボ 90°φ50×

3）＝51.69ｍ 

  オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝53‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝3.0500ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（２） Ａ～Ｂ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ50mm と仮定する。 

イ 区間流量＝120ℓ/分（2.0000ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝0.50ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.00ｍ（T 字管分流φ50） 

オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝26‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0906ｍ（ウエスト

ン公式より） 
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（３） Ｂ～Ｃ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

イ 区間流量＝120ℓ/分（2.0000ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝15.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝1.00ｍ（異径接合φ40） 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝74‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.1858ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（４） Ｃ～Ｄ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

イ 区間流量＝90ℓ/分（1.5000ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝10.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.45ｍ（T 字管直流φ40） 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝45‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.4660ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（５） Ｄ～Ｅ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

イ 区間流量＝80ℓ/分（1.3333ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝7.00＋15.00＋6.00＝28.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝1.5×2（エルボ 90°φ40×2）＋0.45（T 字管直流 

φ40）＝3.45ｍ 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝36‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.1408ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（６） Ｅ～Ｆ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30mm と仮定する。 

イ 区間流量＝60ℓ/分（1.0000ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝1.00＋1.00＝2.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝10.0（MTφ30）＋1.8（T 字管分流φ30）＋1.0（異

径接合φ30）＝12.80ｍ 

オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝83‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.2331ｍ（ウエスト



47 
 

ン公式より） 

 

（７） Ｆ～Ｇ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30mm と仮定する。 

イ 区間流量＝50ℓ/分（0.8333ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝0.30ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 

オ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝61‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0400ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（８） Ｇ～Ｈ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30mm と仮定する。 

イ 区間流量＝40ℓ/分（0.6667ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝0.30ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 

オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝41‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0271ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（９） Ｈ～Ｉ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ30mm と仮定する。 

イ 区間流量＝30ℓ/分（0.5000ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 

オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝25‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0340ｍ（ウエスト  

ン公式より） 

 

（10）Ｉ～Ｊ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

イ 区間流量＝30ℓ/分（0.50ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝1.50＋2.70＋1.00＋0.70＝5.90ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.75×3（エルボ 90°φ20×3）＋1.2（T 字管分流φ

20）＝3.45ｍ 

オ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝159‰（ウエストン公式より） 
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   カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.4900ｍ（ウエスト  

ン公式より） 

 

（11）Ｊ～Ｋ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

イ 区間流量＝15ℓ/分（0.2500ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝1.30＋1.50＋4.50＋0.30＝5.90ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.75×3（エルボ 90°φ20×3）＋1.2（T 字管分流φ

20）＝3.45ｍ 

オ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝48‰（ウエストン公式より） 

   カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.4834ｍ（ウエスト 

ン公式より） 

 

（12）Ｋ～Ｌ区間の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ13mm と仮定する。 

イ 区間流量＝15ℓ/分（0.25ℓ/秒）※「３ 同時使用水量」より 

ウ 区間の直管延長＝0.10ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝2.4（アングル弁φ13）＋2.4（ボールタップφ13）

＋1.0（異径接合φ13）＝5.80ｍ 

オ 動水勾配（管径φ13mm の場合）＝338‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.9913ｍ（ウエスト  

ン公式より） 

 

（13）全区間（０～Ｌ区間）の高低差＝0.30＋2.70＋0.30＋0.10＝3.40ｍ 

 

（14）全区間（０～Ｌ区間）の総損失水頭＝全区間（０～Ｌ区間）の管損失水頭 11.23ｍ＋全区 

間（０～Ｌ区間）の高低差 3.40ｍ＝14.63ｍ 

 

 （15）配水管設計水圧：水頭 20.00ｍ（0.20MPa）と水理計算で求めた総損失水頭（14.63ｍ）を

比較すると、 

     総損失水頭 ≦ 配水管設計水圧 

14.63ｍ ≦ 20.00ｍ ＯＫ 

よって、総損失水頭より配水管設計水圧の方が高いので仮定の設計口径で適切である。 

 

５ メーター口径の算出 

メーターを設置する区間０～Ａの同時使用水量を時間当たりの単位に換算 
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       180ℓ/分×60 分／1,000  ＝  10.8 ㎥/時 

水理計算参考資料：「表 11 水道メーター型式別使用流量基準」より、区間０～Ａの口径

φ50 ㎜の水道メーター一時的使用時許容流量 50 ㎥/時に対し、区間０～Ａの同時使用水量

10.8 ㎥/時は許容流量を満足する。 

 

６ 結果の判定 

（１） 給水用具給水負荷単位により求めた同時使用水量による水理計算（別紙計算書）において 

も設計水圧（20ｍ）の損失水頭を下回る。 

（２） 「表 11 水道メーター型式別使用流量基準」より、φ50 ㎜の一時的使用時許容流量 50 ㎥ 

/時に対し、同時使用水量 10.8 ㎥/時は許容流量を満足する。 

 

 上記（１）及び（２）より、メーター口径及び給水管の管径が適切であると判断する。 
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水理計算例－４  

 

集合住宅（４階建）の場合 

（貯水槽式） 
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２ 設計条件 

（１） 集合住宅（４階建て 16 世帯） 

（２） 配水管設計水圧：0.20MPa（水頭 20.00ｍ） 

（３） 計画一日使用水量：給水装置に給水される一日当たりの水量をいい、貯水槽の有効容量の  

決定等の基礎となるもので算定は「表９ 用途別業態別標準使用水量表」を参考とする。 

（４） 単位時間当たり給水量：計画一日使用水量を使用時間で除した水量とする。（表９） 

（５） 給水用具の損失水頭：各種給水用具の損失水頭は「表２ 摩擦損失水頭に相当する直管長 

表」により直管の延長に換算して計算する。 

（６） 配水本管土被り：配水管分岐箇所の土被りは 1.2ｍとする。 

 

３ 貯水槽容量の計算 

（１） 計画一日使用水量の計算（世帯数 16 世帯） 

ア 一世帯当たり居住人数＝3.5 人（表 10 建築用途別給水対象人員算定基準表） 

  イ 対象人数＝3.5 人／世帯×16 世帯＝56 人 

ウ 対象給水量＝250ℓ／日、使用時間＝12 時間／日（表９ 用途別業態別標準使用水量表） 

  エ 計画一日使用水量＝56 人×250ℓ／日＝14,000ℓ／日 （14.0 ㎥／日） 

  オ 時間当り給水量＝14.0 ㎥／日÷12 時間／日＝1.17 ㎥／時＝19.44ℓ/分＝0.32ℓ/秒 

 

（２） 貯水槽の容量 

ア 貯水槽の有効容量は、計画一日使用水量の４／10～６／10 を標準とすることから、14.0 

㎥／日×0.4～0.6＝5.6～8.4 ㎥ 

イ 貯水槽容量の決定＝上記アから総容量 2.0m×2.0m×2.0m＝8.0 ㎥、有効容量 2.0m×2.0m

×1.5m＝6.0 ㎥とする。 

 

４ 水理計算 

（１） ０～Ａ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30mm と仮定する。 

  イ 区間の設計給水量＝19.44ℓ/分（0.32ℓ/秒） 

   ウ 区間の直管延長＝2.0＋0.5＋0.3＋3.5＋2.0＋1.0＋2.0＋0.5＋0.3＋1.5＋0.5＋0.2＋0.3

＋0.5＋0.5＋0.5＋0.2＋0.3＝16.6ｍ 

  エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（分水栓φ30）＋3.0（止水栓φ30）＋10.0（MT

φ30）＋24.0（メーターφ30）＋0.3（仕切弁φ30）＋10.5（ストップ弁φ30）＋2.5（逆

止め弁φ30）＋11.9（FM 弁φ30）＋1.2×7（エルボ 90°φ30×7）＋1.8（T 字管分流φ

30）＋0.36（T 字管直流φ30）＝75.76ｍ 

  オ 動水勾配（管径φ50mm の場合）＝12‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.1045ｍ（ウエスト
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ン公式より） 

 

（２） 全区間（０～Ａ区間）の高低差＝0.30＋1.50＋0.50＋0.20＋0.30＋0.50＋0.50＝3.80m 

   

（３） 全区間（０～Ａ区間）の総損失水頭＝全区間（０～Ａ区間）の管損失水頭 1.10＋全区間 

（０～Ａ区間）の高低差 3.80ｍ＝4.90ｍ 

   

５ 結果の判定 

（１） 配水管設計水圧：水頭 20.00ｍ（0.20MPa）と水理計算で求めた総損失水頭（4.90ｍ）を

比較すると、 

     総損失水頭 ≦ 配水管設計水圧 

4.90 ｍ ≦ 20.00ｍ ＯＫ 

よって、総損失水頭より配水管設計水圧の方が高いので仮定の設計口径で適切である。 

 

６ メーター口径の選定 

・ 時間当たり給水量＝1.17 ㎥／時 

・ １日当たり給水量＝14.0 ㎥／日 

・ １カ月当たりの使用量＝14.0 ㎥／日×30 日＝420 ㎥／月 

 

（１） メーター口径の判定 

口径φ30mm の場合、 

・時間当たり給水量＝1.17 ㎥／時＜ 0.4～4.0 ㎥／時（適正流量範囲） 

・１日当たり給水量＝14.0 ㎥／日＜ 50.0 ㎥／日（１日当たり許容流量 ※24 時間使用の

とき） 

・１カ月当たり使用水量＝420 ㎥／月＝ 420 ㎥／月 

   このことにより、メーター口径はφ30mm とする。 

 

７ 一時的過流量の防止について 

   定水位弁等の開閉や過流量により発生するウォーターハンマー、配水管水圧への影響を防止

するため、定水位弁の流量調整機能や定流量弁または減圧弁の設置等によりメーター適正流量

での流入及び給水管内流速２ｍ／秒以下となる対策を講じる。 

   メーター口径φ30 ㎜の適正使用流量範囲：0.4～4.0 ㎥／時（6.7～66.7ℓ／分） 

   設定流量は、4.0 ㎥／時（66.7ℓ／分）以下に流量を設定する。 
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水理計算例－５  
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水理計算例－５  直結増圧式集合住宅（５階建）の場合 

           （居住人数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法） 調査により提案された新たな方法 

１．概要図 
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２ 設計条件 

（１） 集合住宅（５階建て ４世帯×５階＝20 世帯） 

（２） 配水管設計水圧：0.20MPa（水頭 20.00ｍ） 

（３） 同時使用水量 ：居住人数から同時使用水量を予測する算定式を用いる方法。 

(調査により提案された新たな方法) 

同時使用水量は、次の式により求める。 

Ｑ＝２６Ｐ0.36  (１～３０人の場合) 

Ｑ＝15.2Ｐ0.51  (３１人以上の場合) 

Ｐ＝20 世帯×3.5 人／世帯＝70 人 （１戸あたりの居住人数 3.5 人とする） 

Ｑ＝15.2Ｐ0.51＝15.2×700.51＝132.69ℓ／分 

ただし、最も末端となる住居の同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算す

る方法とし、全ての給水用具の吐水量の総和を給水用具の総数で割ったものに、使用水量

比（表５ 給水栓数と使用水量比）を乗じた水量とする。１栓当たりの平均吐水量は下記

のとおりとする。 

給水栓の種類 
使用水量 

（ℓ/分） 

水栓数 

（ヶ） 

吐水量 

（ℓ/分） 

台所流し 12 1 12 

洗濯流し 12 1 12 

洗面器 8 1 8 

シャワー 8 1 8 

大便器（洗浄水槽） 12 1 12 

給湯器・ボイラー 20 1 20 

合    計 6 72 

１栓当たりの平均吐水量 12.00 

（４） 給水用具の損失水頭：各種給水用具の損失水頭は「表２ 摩擦損失水頭に相当する直管長 

表」により、直管の延長に換算して計算する。 

（５） 配水管土被り：配水管分岐箇所の土被りは 1.2ｍとする。 

 

３ 水理計算 

（１） ０～Ａ区間（減圧式逆流防止器一次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝15.2×700.51＝132.69ℓ/分 （2.21ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝3.00＋1.00＋0.30＋1.50＋1.00＋0.30＋0.30＋2.50＋3.00＋0.30＝

13.20ｍ  

   エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝3.0（分水栓φ40）＋3.0（止水栓φ40）＋26.0（メ 

ーターφ40）＋0.3×2（仕切弁φ40×2）＋3.1（逆止め弁φ40）＋1.5×5（エルボ 90°φ
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40×5）＋0.45（T 字管直流φ40）＝7.59ｍ 

  カ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝89‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝5.0384ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（２） ０～Ａ区間（減圧式逆流防止器一次側）の高低差＝0.30＋0.30＝0.60ｍ 

 

（３） 減圧式逆流防止器及び増圧設備の損失水頭 

   ア 減圧式逆流防止器損失水頭 6.90ｍ（メーカーカタログより） 

   イ 増圧設備損失水頭 ― ｍ（メーカーポンプ性能により損失水頭考慮済み） 

 

（４） Ａ～Ｂ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝15.2×700.51＝132.69ℓ/分 （2.21ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝0.30＋2.00＋1.00＝3.30ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.3（仕切弁φ40）＋1.5（エルボ 90°φ40）＝1.80

ｍ 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝89‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.4520ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（５） Ｂ～Ｃ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝15.2×52.50.51＝114.58ℓ/分 （1.91ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝2.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝2.10ｍ（T 字管分流φ40） 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝68‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2800ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（６） Ｃ～Ｄ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝15.2×350.51＝93.18ℓ/分 （1.55ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝5.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.45ｍ（T 字管直流） 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝47‰（ウエストン公式より） 
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 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2583ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（７） Ｄ～Ｅ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝26×17.50.36＝72.86ℓ/分 （1.21ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝5.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.45ｍ（T 字管直流φ40） 

オ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝31‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1679ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（８） Ｅ～Ｆ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝26×17.50.36＝72.86ℓ/分 （1.21ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝4.50ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.30（仕切弁φ30）＋1.2×2（エルボ 90°φ30×

2）＋1.0（異径接合φ40）＝3.70ｍ 

オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝117‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.9622ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（９） Ｆ～Ｇ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝26×140.36＝67.23ℓ/分 （1.12ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝3.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 

オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝102‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.3421ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（10） Ｇ～Ｈ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝26×10.50.36＝60.62ℓ/分 （1.01ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝3.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 
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オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝85‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2850ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（11） Ｈ～Ｉ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

ア 区間の口径をφ30 と仮定する。 

イ 区間の同時使用水量＝26×70.36＝52.38ℓ/分 （0.87ℓ/秒） 

ウ 区間の直管延長＝3.00ｍ 

エ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 

オ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝66‰（ウエストン公式より） 

 カ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.2207ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（12） Ｉ～Ｊ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ30 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 6 栓。（使用水量比 2.4） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.4（使用水量比）＝28.80ℓ/分（0.48ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝3.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.36ｍ（T 字管直流φ30） 

カ 動水勾配（管径φ30mm の場合）＝23‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0784ｍ（ウエスト  

ン公式より） 

 

（13） Ｊ～Ｋ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 6 栓。（使用水量比 2.4） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.4（使用水量比）＝28.80ℓ/分（0.48ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.00＋1.20＋0.30＋0.20＋0.20＋0.20＝3.10ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝2.0（止水栓φ20）＋8.0（MTφ20）＋11.0（メータ

ーφ20）＋1.6（逆止め弁φ20）＋0.75×3（エルボ 90°φ20×3）＋1.2（T 字管分流φ

20）＋1.0（異径接合）＝27.05ｍ 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝148‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝4.4726ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（14） Ｋ～Ｌ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 
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  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 5 栓。（使用水量比 2.2） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.2（使用水量比）＝26.40ℓ/分（0.44ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝4.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝1.20ｍ（T 字管分流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝127‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.7261ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（15） Ｌ～Ｍ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 4 栓。（使用水量比 2.0） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×2.0（使用水量比）＝24.00ℓ/分（0.40ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.50＋0.50＝3.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.75（エルボ 90°φ20）＋0.24（T 字管直流φ20）

＝0.99ｍ 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝108‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.4304ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（16） Ｍ～Ｎ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 3 栓。（使用水量比 1.7） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.7（使用水量比）＝20.40/分（0.34ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（T 字管直流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝81‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1822ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（17） Ｎ～Ｏ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 2 栓。（使用水量比 1.4） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.4（使用水量比）＝16.80/分（0.28ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝2.50ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（T 字管直流φ20） 
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カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝58‰（ウエストン公式より） 

 キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1595ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（18） Ｏ～Ｐ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ20 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 1 栓。（使用水量比 1.0） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝12.00/分（0.20ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.24ｍ（T 字管直流φ20） 

カ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝33‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0406ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（19） Ｐ～Ｑ区間（増圧設備二次側）の損失水頭 

  ア 区間の口径をφ13 と仮定する。 

イ 区間下流側の給水栓数は 1 栓。（使用水量比 1.0） 

ウ 区間流量＝12.00ℓ/分（吐水量）×1.0（使用水量比）＝12.00/分（0.20ℓ/秒） 

エ 区間の直管延長＝1.00＋1.00＝2.00ｍ 

オ 各種給水用具種類別直管換算延長＝0.6×2（エルボ 90°φ13×2）＋1.0（異径接合φ

20）＝2.20ｍ 

カ 動水勾配（管径φ13mm の場合）＝228‰（ウエストン公式より） 

   キ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.9587ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（20） Ａ～Ｑ区間（増圧設備二次側）の損失水頭＝0.4520＋0.2800＋0.2583＋0.1679＋0.9622＋

0.3421＋0.2850＋0.2207＋0.0784＋4.4726＋0.7261＋0.4304＋0.1822＋0.1595＋0.0406＋

0.9587＝10.02ｍ 

 

（21） Ａ～Ｑ区間（増圧設備二次側）の高低差＝2.50＋3.00＋3.00＋3.00＋3.00-1.20＋1.00＝

14.30ｍ 

 

４ 直結増圧式の計算 

（１） 増圧設備本体流入圧 

分岐から増圧設備（ポンプ）まで（０～Ａ）の総損失水頭は、 

   ア 給水器具損失水頭＝5.04ｍ 
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   イ 高低差による損失水頭＝0.30＋0.30＝0.60ｍ 

   ウ 減圧式逆流防止器及び増圧設備の損失水頭＝6.90＋0.00＝6.90ｍ 

     増圧設備本体流入圧＝20.0（設計水圧）－（5.04＋0.60＋6.90）＝7.46ｍ 

 

（２） 吐出圧力設定値 

増圧設備（ポンプ）から末端給水装置まで（Ａ～Ｑ区間）の総損失水頭は、 

   ア 給水器具損失水頭＝10.02ｍ 

   イ 高低差による損失水頭＝14.30ｍ 

   ウ 末端給水装置必要最小動水圧＝5.00ｍ 

  増圧設備から末端給水装置までの総損失水頭＝10.02＋14.30＋5.00＝29.32ｍ 

 上記結果により、増圧設備の吐出圧力設定値は 29.32ｍとする。 

 

（３） 増圧設備（ポンプ）による全揚程の計算 

増圧設備による増圧分（全揚程）は、 

   ア 29.32ｍ（吐出圧力設定値）－7.46ｍ（増圧設備本体流入圧）＝21.85ｍ 

     

よって、同時使用水量 132.69ℓ/min において、全揚程 21.85ｍ以上の増圧設備を選定す 

る。 

 



66 
 

 



67 
 

 



68 
 

 



69 
 

 

 

 

 

 

水理計算例－６  

 

共同管の場合 

 

 

 

 

 



70 
 

 

3.0 

O 

0
.3

 

φ40 

水理計算例―６  共同管の場合   

１．概要図 

D 

3.0 1.0 1.0 12.0 12.0 12.0 1.0 

φ40 φ40 φ40 φ40 φ40 φ40 φ40 

Ｅ Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 



71 
 
 

２ 設計条件 

（１） 宅地造成（一戸建専用住宅 ７戸） 

（２） 配水管設計水圧：0.20MPa（水頭 20.00ｍ） 

この内、止水栓以降（宅内分）の損失水頭を 10.00ｍと仮定することとし、これを有効水 

頭から差し引いた 10.00ｍを、共同管（配水管～止水栓）で許容できる損失水頭とする。 

（３） 同時使用水量：共同管における同時使用水量は、共同管を構成する各戸の同時使用水量の 

総和に、総同時使用率（表６ 給水戸数と総同時使用率）を乗じて求める。１戸あたりの同 

時使用水量は「表７ 給水用具の標準使用水量」に「表４ 同時使用率を考慮した給水用具

数」を乗じたものを用いる。 

例えばφ20 の引込みであればメーター口径φ20 が設置されるものとし、給水栓数は 5～ 

10 栓であるとする。「表４ 同時使用率を考慮した給水用具数」より給水栓数は３栓。「表

７ 給水用具の標準使用水量」より給水栓（φ13）の標準使用水量は 17ℓ/分であるため、 

１戸あたりの同時使用水量＝17ℓ/分×３栓＝51ℓ/分 

    とする。 

（４） 給水用具の損失水頭：各種給水用具の損失水頭は省略する。 

（５） 配水管土被り：配水管分岐箇所の土被りは 0.9ｍとする。 

 

３ 水理計算 

（１） ０～Ａ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×７戸×90％（総同時使用率）＝321.30ℓ/分 

（5.3550ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝3.00＋3.00＝6.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝438‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝2.6291ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（２） Ａ～Ｂ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×６戸×90％（総同時使用率）＝275.40ℓ/分 

（4.5900ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝331‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.3305ｍ（ウエスト

ン公式より） 
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（３） Ｂ～Ｃ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×５戸×90％（総同時使用率）＝229.50ℓ/分 

（3.8250ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝12.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝237‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝2.8469ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（４） Ｃ～Ｄ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×４戸×90％（総同時使用率）＝183.60ℓ/分 

（3.0600ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝159‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1585ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（５） Ｄ～Ｅ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×３戸×100％（総同時使用率）＝153.00ℓ/分 

（2.5500ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝12.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝114‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.3712ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（６） Ｅ～Ｆ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×２戸×100％（総同時使用率）＝102.00ℓ/分 

（1.7000ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝1.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝56‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.0556ｍ（ウエスト

ン公式より） 
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（７） Ｆ～Ｇ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ40mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×１戸×100％（総同時使用率）＝51.00ℓ/分 

（0.8500ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝12.00ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ40mm の場合）＝17‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝0.1993ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（８） Ｇ～Ｈ区間の損失水頭 

ア 区間の口径をφ20mm と仮定する。 

  イ 区間の同時使用水量＝17.00ℓ/分×３栓×１戸×100％（総同時使用率）＝51.00ℓ/分 

（0.8500ℓ/秒） 

  ウ 区間の直管延長＝1.50＋0.30＋1.00＝2.80ｍ 

  エ 動水勾配（管径φ20mm の場合）＝408‰（ウエストン公式より） 

 オ 区間の配管損失水頭＝動水勾配／1,000×（直管延長+換算延長）＝1.1425ｍ（ウエスト

ン公式より） 

 

（９） 全区間（０～Ｈ区間）の管損失水頭＝2.6291＋0.3305＋2.8469＋0.1585＋1.3712＋0.0556 

＋0.1993＋1.1425＝8.73ｍ 

   

（10） 全区間（０～Ｈ区間）の高低差＝0.30ｍ 

   

（11） 全区間（０～Ｈ区間）の総損失水頭＝全区間（０～Ｈ区間）の管損失水頭 8.73ｍ＋全区

間（０～Ｈ区間）の高低差 0.30ｍ＝9.03ｍ 

 

４ 結果の判定 

 （１）共同管（配水管～止水栓）で許容できる損失水頭：10.00ｍと、水理計算で求めた総損失水

頭（9.03ｍ）を比較すると、 

     止水栓までの損失水頭 ≦ 共同管分で許容できる損失水頭 

9.03ｍ  ≦  10.00ｍ  ＯＫ 

よって、共同管で許容できる損失水頭を超えないため仮定の設計口径で適切である。 
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（参考）  

 

均等係数表 
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＜均等係数表＞ 

主管 

13 ㎜ 20 ㎜ 25 ㎜ 30 ㎜ 40 ㎜ 50 ㎜ 75 ㎜ 100 ㎜ 

13 ㎜ 1.00        

20 ㎜ 2.94 1.00       

25 ㎜ 5.13 1.75 1.00      

30 ㎜ 8.09 2.76 1.58 1.00     

40 ㎜ 16.61 5.66 3.24 2.05 1.00    

50 ㎜ 29.01 9.88 5.66 3.59 1.75 1.00   

75 ㎜ 79.95 27.23 15.59 9.88 4.81 2.76 1.00  

100 ㎜ 164.11 55.90 32.00 20.29 9.88 5.66 2.05 1.00 

 

  （備考） 

１．算式 Ｎ＝ ൬
Ｄ

ｄ
൰

ఱ
మ
 

   Ｎ 小管の数（均等管数） 

   Ｄ 大管の直径（幹線） 

   ｄ 小管の直径（支線） 

２．この式は長管の（流量計算の）ときに、流量（Ｑ）は口径（ｄ）の
ହ

ଶ
乗に正比例する。な 

 お、本表は管長、水圧および摩擦係数が同一のときに計算したものである。したがって、 

給水装置の場合はその実情に応じて適用しなければならない。 

 

 

分岐管又は 

水栓 


